
キーボードでの学習（１）

　 　前回はドイツにおける鍵盤学習の普及について紹介
しましたが、ドイツでは急速に鍵盤楽器による音楽教育
が普及しています。皮肉なことにアレキサンダーのよう
な手作り管楽器で有名な店でも１階のショウウィンドウ
に所狭しと並べられているのは日本製のキーボードで
す。
　彼らのシステムはヤマハやローランドやカシオなどの
ミニ鍵盤でないPCM音源の３オクターブ程度のものが
主流ですが、それを教室用の生徒机の中に埋め込んで机
としても使え、４～６台組み合わせてアンサンブルもで
きるシステムをマインツのアカデミーでは試作していま
した。そのようなモデルはすでに日本ではアンサンブル
オルガンの名称で販売されていた頃です。
　このアンサンブルオルガンは日本における鍵盤学習を
大きく変革させました。楽器というよりも教具としての
性格を全面に出し、時には音楽の秩序や法則の学習に、
また時には他者との関係（ハーモニーや対位法のような
音の重なり）の学習のみならず学習机として使用したり
するすべての音環境をヘッドホンによる閉回路で行える
という画期的なものでした。このシステムに問題が有る
とするなら、①ミニ鍵盤であるため違和感がある。②
タッチセンスが設定されていないため無表情になりやす
い。③選べる音色の種類が少ない。④MIDIの活用が煩
雑である。ことでしたが、皮肉なことにドイツで使用さ
れている電子キーボードではフットコントローラが無い
ということ以外すべてを満たしていることもあります。
　キーボードは電子楽器である以上次のような特長が活
かされるべきでしょう。
１，ヘッドホンで個別に自分の音が確かめられる。
２，離れた場所でモニターしたり、離れた場所からの信
号やデータが取り込める。
３，演奏データを取り込んで再生できる。
４，固有の音色ではなく、自由に音色の入れ替えや編集
ができる。
５，演奏データを記録できる。
６，MIDIによるネットワークができる。
７，コンピュータによるマネージメントができる。
８，コンピュータによる自動評価・指導システムが組め
る。等々・・・
この電子楽器の機能には大きく分けて①シンセサイザー
部と②コンピュータ部とそれらの橋渡しとなる③イン
ターフェイス部が考えられます。ピアノで言うなら①弦
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など音源②演奏者③鍵盤やアクション等がそれに当たる
でしょう。
　①の音源に関する開発競争は一応の安定期に入り、今
後緩やかにＤＳＰ(Digital Signal Processor)のような音生成
原理によるものに移行してゆくでしょう。液晶パネルに
頼らずアナログつまみやスライドコントローラで直視的
に制御するのが主流になるでしょう。ソニーのプレステ
２で使用されているような超高速プロセッサーが信じら
れないような性能を発揮するでしょう。（音の質は別問題
として）
②のコンピュータもマイコンからパソコンへ変遷があっ
たようにパソコンからネットコンという社会性を帯びた
ものに変わりつつあります。つまり、個人の高速計算機
から情報処理機になり、さらにコミュニケーション・
ツールとなりつつあるということです。情報公開、情報
選択、情報取得、情報管理などの技術こそがこれからの
コンピュータに要求される技術であり、過去のようにプ
ラグラム作成能力や診断能力の部分は車がオートマに
なって構造の試験がなくなったように不要になっていく
でしょう。
③のインターフェイスは現在代表的なMIDIがまだしば
らくは主流となるでしょう。BANKの概念が取り入れら
れて音色数も127から一挙に数千種類にまで拡張され、
コントロール信号も次から次へと現在の空き番号埋まっ
てゆきます。それでも、音楽に使う音域や連続信号（ク
レッシェンドなど）も人間の聴く能力を超える必要がな
いので現在の８ビット I/Oで十分だからです。
　アンサンブルオルガンがMIDI規格化されたモデルを
出した時（1992年）当時コンピュータ事情はそれ程その
楽器のために万全の受け入れ体制ができていなかったの
です。所がそれよりも数年前からアメリカではMIE(
Music In Education)なるシステムが開発され普及し始めて
いました。このMIEは１５台の子機とマッキントッシュ
による親機で構成されています。現在全米に普及しつつ
ありますが、アメリカは半数程度の州では未だに音楽教
育のための予算はゼロに近く、音楽教師も十分な待遇で
配置されていません。それでも、能率良く有効な音楽学
習をとの願いが日本より先にこのようなシステムを開発
させたのでしょう。このシステムはアンサンブルオルガ
ンとは「哲学」が異なり、どちらかといえばＭＬ的な発
想の延長上にあります。次号ではこのMIEについて紹介
しましょう。


